
両
用

wEU劃
引
札
劃
判

労
働
界
の
再
編
と

八
六
年
体
制
の
意
味

l

労
組
・
白
民
・
政
府
三
者
関
係

一
九
七
五

2
八
七
年
!

辻
中
豊
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社
会
党
・
総
評
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
会
的
適
応
へ
の

「
失
敗
」
と
民
間
大
企
業
労
組
の
自
民
党
と
の
政
策

協
調
の
「
成
功
」
と
い
う
二
重
の
帰
結
の
中
で
、
政

府
を
入
れ
た
一
ニ
者
の
新
し
い
関
係
・
構
図
の
成
立
と

国
際
的
・
国
内
的
問
題
へ
の
対
応
を
分
析
す
る
c

は
じ
め
に

一
九
八
六
年
選
挙
で
の
社
会
・
民
社
両
政
党
の
歴
史
的
敗
北
は
、

こ
の
十
年
間
の
両
政
党
及
び
労
働
、
と
り
わ
け
民
間
大
企
業
労
組

(
以
下
、
民
間
労
組
)
の
行
動
の
決
算
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意

味
は
、
二
重
で
あ
る
。
第
一
に
、
社
会
党
に
と
っ
て
は
、
こ
の
党
の

依
拠
す
る
社
会
党
・
総
評
ブ
ロ
ッ
ク
が
、
低
成
長
化
、
国
際
化
、
ソ

フ
ト
化
と
言
わ
れ
る
こ
の
十
年
間
の
社
会
変
容
に
も
、
や
は
り
適
応

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
実
は
、
総
評
・
社
会
党

ブ
ロ
ッ
ク
の
社
会
的
不
適
応
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

六

0
年
代
に
お
け
る
高
度
成
長
及
び
工
業
化
に
よ
る
社
会
変
容
に
対

し
て
も
、
そ
れ
に
対
応
し
た
政
策
、
媒
介
構
造
の
再
編
、
支
持
の
拡

大
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
六
九
年
に
歴
史
的
敗
北
を
喫
し
て

い
る
。
言
わ
ば
、
工
業
化
社
会
へ
の
適
応
不
全
に
対
す
る
民
衆
の
回

答
で
あ
っ
た
。
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
こ
と
な
く
、
石
油
シ
ョ

ッ
ク

以
降
の
新
し
い
社
会
変
容
に
臨
ん
だ
こ
の
や
フ
ロ
ッ
ク
は
、
や
は
り
適

応
に
失
敗
し
、
八
六
年
の
歴
史
的
敗
北
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
フ
ロ
ッ
ク
の
基
を
な
す
の
は
、
官
公
労
の
選
挙
で
の
強
さ
で

あ
っ
た
。
官
公
労
は
組
織
労
働
者
の
一
割
強
、
労
働
者
全
体
で
は
一
一
一
、

四
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
全
国
的
組
織
性
、
大
企
業
組
合

と
し
て
の
財
力
の
豊
か
さ
、
更
に
ス
ト
権
を
剥
奪
さ
れ
、
ま
た
政
府
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の
予
算
に
よ
っ
て
賃
金
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
く
る
強
い
政
治
性

に
よ
っ
て
、
圧
倒
的
な
選
挙
で
の
強
さ
を
誇
っ
て
き
た
。
こ
の
短
期

的
利
害
の
故
に
、
社
会
党
は
年
々
、
総
評
、
官
公
労
へ
の
依
存
度
を

深
め
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
言
わ
ば
産
業
、
企
業
を
通
じ

て
社
会
と
の
接
点

(
H
根
〉
を
持
た
な
い
こ
の
ブ
ロ
ッ
グ
は
、
そ
れ

故
に
経
済
・
産
業
の
変
化
の
方
向
と
も
日
晶
子
か
な
社
会
」
の
多
様
な

有
様
や
国
際
政
治
経
済
の
実
態
か
ら
も
遊
離
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

他
方
で
、
社
会
党
・
総
評
。
フ
ロ
ッ
ク
に
野
党
陣
営
で
の
主
導
権
を

奪
わ
れ
た
民
間
労
組
は
、
衆
議
院
レ
ベ
ル
で
、
わ
ず
か
十
名
程
度
の

代
表
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
工
業
化
社
会
に
対
応
し
た
第
一
次
労

働
戦
線
統
一
運
動
、
が
、
七
三
年
に
挫
折
に
終
わ
っ
た
後
、
こ
の
グ
ル

ー
プ
は
社
会
協
調
並
び
に
政
策
協
調
を
取
り
引
き
材
料
と
し
て
、
政

策
参
加
、
更
に
は
民
間
労
組
の
統
合
運
動
へ
と
突
き
進
む
こ
と
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
保
守
政
権
と
協
調
す
る
「
圧
力
団
体
」
へ
の
変

身
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
、
統
合
化
を
め
ざ
し
て
い
る
が
故
に
、
全

体
と
し
て
は
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
化
運
動
と
呼
ぶ
こ
と
が
で

(
]
〉

き
る
。
社
会
的
な
労
使
関
係
の
レ
ヘ
ル
か
ら
地
方
自
治
体
、
一
史
に
は

国
政
の
レ
ベ
ル
ま
で
協
剖
の
純
問
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

グ
ル
ー
プ
は
一
定
の
参
加
の
枠
を
勝
ち
取
り
、
更
に
今
年
十
一
月
に

は
日
本
民
間
労
働
組
合
述
合
会
(
略
称
「
迎
合
」
)
を
結
成
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

社
会
党
・
総
評
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
会
的
適
応
へ
の
「
失
敗
」
と
民
間

大
企
業
労
組
の
自
民
党
と
の
政
策
協
調
の
「
成
功
」
の
二
重
の
帰
結

と
し
て
、
一
九
八
六
年
選
挙
で
の
社
会
・
民
社
両
党
の
敗
北
、
保
守

の
大
勝
が
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
こ
の
十
年
間
の
両

者
の
軌
跡
は
、
戦
後
四
十
年
、
少
な
く
と
も
五
五
年
体
制
下
で
の
労

働
・
野
党
の
配
置
を
完
全
に
一
変
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
構
造
的

再
編
の
動
き
は
、
急
で
あ
る
。
表
に
ま
と
め
て
、
こ
こ
一
年
余
り
の

労
働
の
目
立
っ
た
動
き
を
、
整
理
し
て
お
こ
う
。
(
表
1
参
照
)

こ
こ
に
は
、
社
会
党
・
総
評
。
フ
ロ
ッ
ク
並
び
に
民
社
・
同
盟
ブ
ロ

ッ
ク
と
い
う
五
五
年
体
制
下
で
の
野
党
の
構
図
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る

こ
と
と
共
に
、
全
民
労
協
か
ら
「
連
合
」
へ
と
い
う
民
間
大
企
業
労

組
と
自
民
・
政
府
と
の
間
に
、
新
し
い
関
係
、
新
し
い
構
図
が
生
じ

つ
つ
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
も
う
一
つ
注
目
し

て
お
く
べ
き
な
の
は
、
賃
上
げ
率
や
失
業
率
、
組
織
率
そ
の
ど
れ
を

と
っ
て
も
、
ま
さ
に
労
働
セ
ク
タ
ー
全
体
と
し
て
は
危
機
的
状
況
を

迎
え
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
経
営
サ
イ
ド
に
近
い
生
産

性
本
部
を
し
て
「
社
会
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
意
味

〈

2
〉

す
る
」
と
ま
で
言
わ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
弱
い
労
働
」
の

問
題
は
、
二
次
の
前
川
リ
ポ
ー
ト
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
単
に
国
内
向

辿
だ
け
で
な
く
、
今
や
内
需
の
拡
大
、
労
働
時
間
短
縮
等
の
問
題
と

し
て
国
際
的
な
問
題
、
に
ま
で
発
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
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構造的「存続Jへの動き一一労働セクター

日教組組織率はじめて1/2をわり 49.5%に(新民加入率 30.9%).

鉄鋼労連;政党支持率 1) 自民 16.1%の民社 11.2% 3)社会 10.2%.

商業労連，労組を II(f;1;;?i長田」と規定.
経格7vf(前}!I) リポート 骨子;政院，週休二日

労組推定組織率 28.2%，戦後最{容を吏新.

(総評 匝l民主品調査〉労組知名度 1)総評 85%2)向日 45%3)全民

労協 26%.

単産知名度 1) 日教組 84%の国労 79%3)在、

鉄総連 59%.

社・民，衆参向日選で歴史的敗北。社 .R合計で 111誌I，!I!;-(22 %) 19L~9年
以来最低.労組系議員 57~YI(11 %). 

(全民労協;う幹部品j査〉労使関係;交渉で「どちらかといえぽ組合が

諮っているJ37.1%， Iどちらかといえば会社;がl決っているJ7.1%. 

「八六体制」左へウインクのポして〈中曾根発言).

国労過半数割る，国労分裂へ.

「連合J手算大綱;合計 15億円.

合化労連，反主流39組合 (2.5万〉を除名.

完全失業卒 3~{，台に(労働力調査 3 月，過去最高).

「同盟J，11月19日解散へ.

内紛激化の日教悲し総評臨時大会欠席.

鉄鋼労連春開ベア断念.

岩井草・総評顧問「総評の再生を断念J.

経済審議会特別部会(新前}!I) リポート;労働時間短縮.

自動車総連組合員調査，労使関係;I大幅に組合が会社に訪っているJ15 

弘「どちらかといえばJ45.2%， 自民党容認本 62.7男

「連合J事務局，専従 70名; 同盟 39; 総g'F15; 中立労連 10; t;T~牛I立

5;新庄万Ij1. 

1986年労働争議，戦後最低を吏新/半日未満スト;件数・人員数て冒 6割以

上の減少

総評， 1990年官民統一へ.

今春闘ベア，名目 3.56%(調査開始以来最低).

表 1
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1986. 

1987. 

戸

h

u

p

h

U

本
稿
で
分
析
さ
れ

る
の
は
、
こ
の
よ
う

な
労
働
セ
ク
タ
ー
の

状
況
下
に
お
い
て
、

「
連
合
」
系
の
労
組
、

自
民
党
、
労
働
省
は

ど
の
よ
う
な
性
格
を

現
在
有
し
て
い
る
の

か
、
そ
し
て
吏
に
こ

の
三
者
の
関
係
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
三
者
の
分
析
に

至
る
前
に
、
七

0
年

代
中
葉
か
ら
生
じ
て

い
る
新
し
い
社
会
変

容
が
、
ど
の
よ
う
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
利
益

媒
介
過
程
に
与
え
て

い
る
か
を
ご
く
簡
単

に
み
て
行
く
こ
と
に

(資料)~週刊労働ニュース~ {白
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し
た
い
。(l
)

に
つ
い
て
は
、

『
現
代
コ

ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム

i
・
日
』
(
木
鉢
社
、

山
口
定
院
訳

一ネ
オ

・
コ
i
。一小
ラ
テ
イ
ズ
ム

」

一
九
八
四
、
八
六

年
)
、
「
ネ
オ

・
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
化
」
に
つ
い
て
は
辻
中
立

「現

代
日
本
政
治
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
化
」

一「
政
治
過
程
』
(
二
一山崎山喜
一房
、

一
九
八
六
年
b
〉
を
芸
照
。

(
2
)

日
本
生
産
性
・
不
部
一
一
括
判
定
転
抗
期
の
労
使
関
係
と
労
組
の
進
路
一

(
一
九
八
七
年
)
一
七
一
良
。

-
一江

一
九
七
色
J

以
降
の
媒
介
過
程
の
変
容

石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
転
換
点
と
し
て
、
一
九
七
五
年
前
後
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
、
社
会
変
容
が
生
じ
た
こ
と
は
既
に
多
く
の
論
者

に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
産
業
、
労
働
、
国
際
関
係
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、
そ
し
て
社
会
意
識
の
変
化
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ

こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
社
会
変
容
が
単
に
労
働
組
合
と

い
っ
た
工
業
化
社
会
型
の
組
織
に
「
魚
」
の
彩
.
議
を
も
た
ら
し
た
と

い
う
点
だ
け
で
な
く
、
ま
た
漠
然
と
人
々
の
意
識
…
の
多
様
化
や
保
守

化
を
導
い
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
更
に
こ
う
し
た
社
会
変
容
に
対

応
し
た
「
新
し
い
団
体
」
が
州
引
出
し
て
お
り
、
そ
れ
が
新
し
い
妓
介

過
程
の
担
い
手
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
現
在
の
状
況

を
保
守
化
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
こ
う
し
た
新
し
い
団
体

へ
の
対
応
が
保
守
の
復
権
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
つ
こ
と
は
否
定
し

戸
T
'よ
円
。

4
41
】

f'
I

、

ま
ず
、
労
働
組
合
に
対
す
る
社
会
変
容
の
影
響
を
、
ご
く
か
い
つ

ま
ん
で
み
て
み
よ
う
c

産
業
別
の
一雇
用
者
数
の
変
化
が
、
労
働
の
組

織
率
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。

高
度
成
長
期
に
は
、
三
五

%
前
後
を
結
持
し
て
き
た
組
織
率
は
、
七
五
年
の
三
四
・
七
%
を
転

機
と
し
て
、
八
六
年
に
は
二
八

・
二
%
ま
で
急
速
な
低
下
を
引
き
起

し
て
い
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
、
第
三
次
産
業
、
と
り
わ
け
サ
ー

ビ
ス
及
び
卸
・
小
売
業
を
中
心
と
す
る
産
業
の
発
展
と
製
造
業
な
ど

の
二
次
産
業
の
停
市
が
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
に

一
二
次
産
業
人
口
(
就
業
者
)
が
過
半
数
を
占
め
る
に
至
っ
て
以
来
、

一
二
次
産
業
と
一
・
二
次
産
業
人
口
の
差
は
、
ひ
ら
く
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
長
期
の
不
況
に
よ
っ

て
、
製
造
業
な
ど
で
雇
用
者
の
減
少
が
あ

る
こ
と
も
、
組
織
率
の
低
下
に
響
い
て
い
る
。

一服
用
者
は
、
一

九
七
五
年
か
ら
八
五
年
に
六
五
五
万
人
も
増
え
て

い
る
の
に
対
し
て
、
創
造
業
で
の
労
組
員
は
四
六

O
万
か
ら
四
一
四

万
人
に
減
少
し
、
ま
た
最
も
一以
用
者
の
伸
び
の
大
き
い
サ

ー
ビ
ス
業

で
も
一
五
五
万
人
か
ら
一

六
八
万
人
に
、

次
い
で
伸
び
の
大
き
い
卸

・
小
売

・
金
融
・
保
険
・

不
動
産
業
で
も

一
六
六
万
人
か
ら
一
九

O

万
人
に
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
c

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
公
務
を
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除
く
す
べ
て
の
産
業
分
野
で
組
織
率
は
低
下
し
た
の
ぞ
あ
る
。

労
働
争
議
が
、
労
働
組
合
の
活
動
金
を
示
す

一
指
様
で
あ
る
か
ど

う
か
に
は
問
題
も
あ
る
が
、
日
本
の
労
働
争
議
の
七
五
年
以
降
の
著

し
い
減
少
に
は
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
他
の
先
巡
諸

国
、
西
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ

リ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ

リ
カ

な
ど
と
比
較
す
る
時
、
明
ら
か
に
な
る
。
仰
の
先
進
諮
問
で
も
、
七

0
年
代
の
中
葉
以
降
、
労
働
争
議
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
日

本
の
減
少
ぶ
り
は
他
と
の
比
較
を
絶
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
七
五
年
以
前
に
は
、
景
気
後
退
期
に
労
働
争
議
が

生
じ
る
と
い
う
パ
タ

ー
ン
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
う
し
た
パ
タ
ー
ン
も

七
五
年
以
降
は
消
失
し
て
い
る
。

も
う

一
つ
の
指
標
と
も
な
る
賃
上
げ
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

一
九

七
五
年
の
「
日
本
型
所
得
政
策
」

以
来
急
速
に
低
下
し
た
賃
上
げ
率

は
、
五
J
八
%
ハ
名
目
〉
の
水
準
で
安
定
し
た
か
に
み
え
た
が
、
八

六
年
四

・
五

五

%
、
八
七
年
二
了
五
六
%
'
と
春
闘
始
ま
っ
て
以
来
の

(
3
)
 

最
低
記
録
を
更
新
し
て
い
る
。
こ
れ
自
体
で
は
実
質
的
評
価
は
で
き

な
い
が
、
労
働
分
配
率
を
み
て
も
、
他
の
先
進
諸
国
と
五
、
六
%
'
か

ら

一

O
%
以
上
の
相
違
が
み
ら
れ
、
な
お
賃
金
は
低
い
水
準
に
あ
る

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
春
闘
の
時
期
に
争
議
等
を
集
中
さ

せ
、
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
、
一
所
謂
、
春
闘
方
式
の
パ
タ

ー
ン
は
、
七

0
年
代
中
葉
以
降
徐
々
に
崩
れ
、
八

0
年
代
に
入
り
私
鉄
な
ど
が
ス

卜
を
止
め
、
ま
た
八
七
年
ー
に
は

J
C
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た

鉄
鋼
労
連
が
ベ
ア
を
断
念
す
る
に
及
ん
で
、
春
闘
方
式
自
体
も
存
立

の
危
機
に
立
っ
て
い
る
。

つ
い
で

一
九
七
五
年
以
降
の
社
会
変
容
が
、
他
の
団
体
セ
ク
タ

ー

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
み
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
図

1
の
A
に
は
、
団
体
の
数
及
び
間
体
従
業

者
数
が
、
全
事
業
所
及
び
全
従
業
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
比
率

を
占
め
る
か
に
つ
い
て
の
推
移
が
記
さ
れ
、
ま
た

B
に
は
そ
う
し
た

団
体
の
増
加
率
の
推
移
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

一
九
七
五

年
以
降
労
働
団
体
以
外
の
団
体
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
、
新
し
い
団
体

の
噴
出
が
起
こ
っ

て
い
る
の
が
理
解
さ
れ
る
。
一
九
七
五
年
以
降
の

団
体
の
噴
出
は
、
実
は
近
代
日
本
に
お
け
る
第
四
次
の
団
体
噴
出
の

波
で
あ
る
。
第

一
次
の
噴
出
は
、

一
九
二

0
年
代
後
半
か
ら
四
O
年

に
生
じ
、
第
二
の
脱
出
は
敗
戦
直
後
、
そ
し
て
図
ー
か
ら
迎
解
さ
れ

る
よ
う
に
、
一

九
五
七
年
か
ら
六
六
年
に
か
け
て
第
三
次
の
吹
出
が

〈

4
〉

生
じ
た
の
で
あ
る
。

第
四
次
の
団
体
の
噴
出
は
、
そ
の
噴
出
し
た
団
体
の
性
格
か
ら
、
前

三
次
の
団
体
の
噴
出
と
は
、
か
な
り
様
相
が
兵
な
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の

こ
と
に
関
し
て
は
、
詳
'
刑
な
枚
討
は
別
の
機
会
に
設
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
図
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
七
五
年
以
降
の

団
体
の
噴
出
に
お
い
て
顕
著
な
の
は
、

の
団
体
や
学
術
・

「
そ
の
他
」



い
が
、
そ
の
名
称
等
か
ら
推
察
し
て
、
七

五
年
以
降
の
新
し
い
団
体
に
は
、
情
報
セ

ン
タ
ー
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
な
性
格
、
ま

た
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ
ー
間
す
な
わ
ち
業

際
的
性
格
を
持
っ
た
団
体
が
多
い
こ
と
が

分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
団
体
の
特

徴
を
要
約
す
れ
ば
、
公
私
の
雨
セ
ク
タ

ー

に
股
が
る
グ
レ

l
ゾ

l
ン
型
の
団
体
、
ま

た
情
報
化
団
体
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
新
し
い
媒
介
過
程
の
動
き
に

対
し
て
、
保
守
♂
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
す
る
自

民

・
官
庁
・
大
企
業
の
サ
イ
ド
が
、
そ
の

取
り
込
み
も
し
く
は
利
用
に
多
大
の
関
心

を
払
っ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
私
的

治
問
機
関
や
官
民
の
研
究
会
、
勉
強
会
、
更
に
研
究
組
合
の
設
立
な

ど
を
通
じ
て
、
ま
た
自
民
党
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
員
連
盟
を
通
じ
て
、

こ
う
し
た
新
し
い
媒
介
過
程
の
団
体
と
接
触
し
吸
収
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
労
働
団
体
が
新
し
い
「
連
合
」
下
に
お
い
て
、

「
総
合
生
活
開
発
研
究
所
」
(
仮
称
)
と
い
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
構
想

し
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
機
関
を
設
置
す
る
の
に
構
想
以
来

長
い
年
月
を
費
し
て
い
る
し
、
ま
た
社
会
党
を
は
じ
め
と
す
る
野
党

資料 『事業所統計』
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文
化
の
団
体
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
設
立
形
態
か
ら
み
れ
、
ば
、
財
団
法

人
や
社
団
法
人
、
認
可
法
人
と
い
っ
た
公
益
性
を
帯
び
た
法
人
の
形

態
を
採
る
も
の
も
多
い
(
ち
な
み
に
、
団
体
の
数
の
上
か
ら
言
え
ば
、

一
九
五
一
年
に
は
経
済
団
体
五
、
四
三
三
、

そ
の
他
の
団
体
一

、
九
四

八
、
学
術
・
文
化
団
体
三
三
三
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

一
九
八
六
年

に
は
経
済
団
体
二
ニ
、
三
八
六
、
そ
の
他
の
団
体
二
二
、
九
九
七
、
学

術
・
文
化
団
体
六
七
九
と
な
り
、
そ
の
他
の
間
休
が
経
済
団
体
を
凌

駕
し
て
い
る
)
。
そ
の
他
の
団
体
の
活
動
内
容
を
知
る
こ
と
は
難
し



こ
の
よ
う
な
新
し
い
動
向
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
目
立
っ
た

〈

5
)

え
み
ら
れ
な
い
の
が
実
状
で
あ
ろ
う
。

る
に
、
七
五
年
以
降
の
さ
ま
さ
ま
な
社
会
変
容
は
、
単
に
労

働
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
負
の
影
響
を
与
え
た
だ
け
で
な
く
、
労
働
以

外
の
新
し
い
領
域
で
、
政
府
や
自
民
党
、
企
業
に
よ
り
親
和
性
の
あ

る
情
報
化
団
体
、
グ
レ

i
ゾ

l
ン
団
体
を
多
数
噴
出
さ
せ
て
い
る
の

で
あ
る
。

γ
}

争
点
、

(
3
〉
国
民
春
闘
共
闘
や
J

C
の
打
ち
出
す
対
要
求
額
比
の
獲
得
率
か

ら
み
て
も
、
八

0
年
代
に
入
り
七
割
で
安
定
し
つ
つ
あ
っ
た
の
が
、

八
六
年
六
五
%
、
八
七
年
五
九
%
と
低
下
し
て
い
る
。
辻
中
笠
「
労

働
団
体
」
『
日
本
型
政
策
決
定
の
変
容
』
(
東
洋
経
済
、
一
九
八
六
年

三
参
照
。

(
4
)

村
松
・
伊
藤
・
辻
中
司
戦
後
日
本
の
圧
力
団
体
』
(
東
洋
経
済
、

一
九
八
六
年
)
第
二
意
参
照
。

(
5
〉
シ
ビ
ッ
ク
・
ト
ラ
ス
ト
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
等
の
動
き

は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
保
守
側
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
辻
中
山
一
豆

「
社
会
変
容
と
政
策
過
程
の
対
応
」
『
北
九
州
大
学
法
政
論
集
』
一
一
二

巻
一
号
。

53 

民
間
労
組
〔
連
合
」
へ
の
動
き
と

「
連
合
」
系
労
組
の
性
格

七
五
年
以
降
の
新
し
い
社
会
変
容
に
、
あ
た
か
も
対
応
し
た
か
の

よ
う
に
、
七
六
年
の
政
策
推
進
労
組
会
議
に
始
ま
る
「
連
合
」
へ
の

動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
は
、
こ
の
動
向
は
六

0
年
代
末

に
噴
出
し
た
労
戦
統
一
運
動
の
継
続
で
あ
っ
て
、
基
本
的
に
工
業
化

社
会
に
適
応
し
た
労
働
セ
ク
タ
ー
の
存
編
成
の
試
み
で
あ
る
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
ム
ハ

0
年
代
に
高
度
成
長
下
の
工
業
化
に
よ
っ
て
、

鉄
鋼
、
化
学
、
電
機
、
機
械
、
金
属
、
自
動
車
な
ど
の
製
造
業
の
民

間
大
企
業
労
組
は
、
着
実
に
そ
の
組
織
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
六
五

年
か
ら
七
五
年
に
か
け
て
、
製
造
業
の
組
織
率
は
三
七
・
八
%
か
ら

四
一
・
一
%
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
民
間
大
企
業
労
組

は
、
総
評
・
社
会
党
d

フ
ロ
ッ
ク
の
社
会
変
動
へ
の
不
適
応
と
そ
れ
故

の
政
治
性
、
非
現
実
性
に
飽
き
足
ら
ず
、
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ

ン
タ
ー
を
形
成
し
よ
う
と
試
み
た
が
(
中
立
労
連
、
同
盟
、

J
C
)、

い
ず
れ
も
企
業
別
組
合
の
集
合
体
と
し
て
の
限
界
と
、
か
な
り
の
部

分
が
第
二
組
合
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
過

度
の
経
蛍
へ
の
譲
歩
、
も
し
く
は
甘
え
に
よ
っ
て
、
労
働
セ
ク
タ
ー

内
で
主
導
権
を
握
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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金氏労協の技yj:h活動パターン (84-.10"-'87. 5) 図2

言

い

換

え

れ

ば

、

へ

の

動

き

は

、

い

わ

ば

二

O

年
遅
れ
の
争
点
で
あ
る
こ
と
べ
き
で
あ
る
。
労
働
セ
ク
タ

ー
で
の
「
ネ
ジ
レ
」
故
の
弱
さ
を
出
発
点
と
す
る
こ
の
統
合
化
の
動

き
は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
と
保
革
伯
仲
と
い
う
保
守
政
権
の
危
機
が
発

生
す
る
こ
と
で
再
燃
し
、
社
会
協
調
革
び
に
政
策
協
調
を
切
り
札
と

し
て
保
守
政
権
と
取
り
引
き
し
、
政
策
・
制
度
要
求
の
実
現
と
政
策

参
加
を
図
り
、
そ
の
実
績
を
挺
子
と
し
て
労
働
セ
ク
タ
ー
内
で
の
ヘ

ゲ
モ
ニ
ー
の
奪
取
、
そ
し
て
自
ら
が
主
導
権
を
握
っ
た
上
で
の
労
働

界
、
労
働
セ
ク
タ
ー
の
再
編
成
を
行
な
お
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
三
つ
の
素
材
か
ら
、
こ
の
「
連
合
」
系
労
組
の
性
格
を

検
討
し
て
み
た
い
。
第
一
は
、
連
合
の
前
身
と
し
て
活
動
し
て
い
る

全
日
本
民
間
労
働
組
合
協
議
会
(
全
民
労
協
)
の
活
動
パ
タ
ー
ン
で

あ
り
、
第
一
一
は
迎
合
に
流
れ
込
ん
で
行
く
労
働
団
体
を
含
め
て
、
一

円

6
)

九
八

O
年
の
時
点
で
行
な
っ
た
団
体
サ
ー
ベ
イ
・
デ
ー
タ
の
分
析
で

あ
り
、
最
後
に
、
コ
埠
合
」
系
の
組
合
員
の
意
識
調
査
で
あ
る
。

(
7
)
 

全
民
労
協
の
活
動
(
図
2
)

は
、
某
一
木
的
に
は
予
算
に
焦
点
を
絞

っ
た
圧
力
団
体
の
そ
れ
に
き
わ
め
て
煩
似
し
て
い
る
。
図
か
ら
窺
わ

れ
る
よ
う
に
、
例
年
の
概
算
安
求
の
時
期
(
七
月
〉
に
政
策
・
制
度

要
求
を
沼
め
、
政
府
省
庁
に
圧
力
活
動
を
か
け
る
。
更
に
、
十
二
月

の
復
活
折
街
の
時
期
に
も
、
自
民
党
及
び
政
府
に
倒
き
か
け
る
。
ま

た
、
子
算
が
国
会
一
一
提
出
さ
れ
た
後
は
、
野
党
を
通
じ
て
そ
の
審
議

現
在
の

「山越ム口」



に

圧

力

を

か

け

る

と

い

う

方

式

を

採

っ

て

い

る

。

八

に

関
し
て
は
、
売
上
税
問
題
に
絡
ん
で
政
府
・
自
民
党
へ
の
働
き
か
け

は
(
公
式
に
は
〉
殆
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
八
六
年
に
労
働
四
団

体
と
の
接
触
が
地
し
て
い
る
の
は
、
「
述
〈
甘
い
形
成
ヘ
向
け
て
の
折

衝
活
動
が
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

八
四
年
十
月
か
ら
八
七
年
五
月
ま
で
の
時
期
の
総
接
触
協
議
回
数

は
、
一
八
六
に
の
ぼ
り
、
内
訳
は
政
府
省
庁
七
回
、
賢
党
四
回
、
労

働
団
体
三
四
、
財
界
団
体
一
九
、
自
民
党
一

O
、
そ
の
他
五
と
な
っ

て
い
る
。
も
う
少
し
詳
し
く
み
れ
ば
、
労
働
省
と
の
折
衝

で
一
八
回
、
第
二
位
は
社
公
民
連
と
い
う
野
党
四
党
と
の

日
で
あ
り
、
第
三
位
は
通
産
省
一
一
回
、
次
い
で

民
社
党
、
日
経
連
八
回
、
公
明
党
七
回
、

日
商
、
社
会
党
、
大
蔵
省
各
五
回
、

ど
と
な
っ
て
い
る
。

。
回一一
匹i

I""'r-
;);) 

自
民
党
に
対
し
て
他
の
政
党
と
匹
敵
す
る
回
数
の
接
触
を
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
一
一
の
省
庁
と
接
放
し
て
い
る
こ
と
、
経
済
四
回
俸

の
い
ず
れ
も
と
接
触
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
団
体
が
完
会

に
従
来
の
♂
フ
ロ
ッ
ク
を
こ
え
た
活
動
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
が
理
解

さ
れ
よ
う
。
折
街
内
容
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
次
第
に

そ
の
範
囲
の
広
が
り
と
共
に
そ
の
内
容
は
、
具
体
的
な
個
別
の
問
題

に
立
ち
入
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
儀
礼
的
な
折
衝
か
ら
実

務
的
な
折
街
へ
だ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
印
象
的
に
は
、

少
し
そ
の
扱
い
が
軽
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
う
け
ら
れ
る
。
〉

次
に
、
こ
の
全
民
労
協
を
構
成
す
る
諾
単
産
(
連
合
体
も
含
む
)

の
幹
部
に
対
し
て
、
八

O
年
の
時
点
で
行
な
っ
た
サ
ー
ベ
イ
調
査
の

デ

i
タ
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
時
点
で
は
、
全
民
労
協
は
結
成
さ
れ

て
お
ら
ず
、
当
時
存
在
し
た
統
一
推
進
会
に
対
す
る
態
度
で
、
調
査

し
た
五
二
労
組
を
コ
迎
合
1

一
系
と
非
「
連
合
」
系
に
分
け
て
、
値
を

比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
サ
ー
ベ
イ
の
結
果
か
ら
も
、
全
民
労

協
と
同
様
に
単
産
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
大
衆
辺
一
一
切
霊
視
か
ら
予

算
・
庄
力
活
動
重
視
へ
、
野
党
と
の
r

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
自
民
党
と
の
接

触
へ
、
更
に
行
政
と
の
協
調
的
協
議
の
芝
祝
へ
と
い
う
流
れ
が
は
っ

き
り
と
現
わ
れ
て
い
る
。
表
2
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

こ
こ
に
は
比
較
の
た
め
に
、
連
合
系
の
労
働
団
体
と
非
連
合
系
の

労
働
団
体
だ
け
で
は
な
く
、
八
つ
の
他
の
分
類
の
団
体
の
結
果
も
一
が

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
福
祉
、
行
政
関
係
、
教
育
、
農
業
な
ど
の

団
体
が
、
典
型
的
な
予
算
・
圧
力
活
動
間
体
で
あ
る
。
こ
れ
と
の
類

似
に
注
目
し
な
が
ら
、
連
合
系
の
値
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
活
動
の
有
効
な
方
向
と
し
て
政
策
実
現

を
あ
げ
る
比
率
は
、
非
連
合
系
よ
り
一
一

0
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
多
く
、

ま
た
「
予
算
活
動
を
す
る
」
と
答
え
た
団
体
の
比
率
も
九
割
に
及
び
、

他
の
予
算
団
体
と
類
似
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
他
方
で
、
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r)主合」系労組の性格(1)

活な策実動方現の向〕有(効政
予算活動

正協事議期莱的あ(政新り策規) 
大衆法f;lir

自:、党とのIの〔自政民1量調党産札会と占〉 N 
〈ずる〉 1'0米弘人r 接触指数

1え1;;1 ，苧q日:、: 74% 91 61 3. 7 7.3 44 23 

福 右1: 70 97 53 2. 8 7.0 30 30 

経 i完 55 66 39 1.5 6.8 24 88 

ヲ'j" 46 79 65 4.3 2.9 25 52 

行 政 80 93 40 2. 7 戸7.5
-戸-泊目21L 一一----15-

教 83 100 58 2.5 ----イ7 50 12 

J与 /IIJ 67 67 56 のす 7.0 22 9 

官λ 32 63 円d円i 4. 1 3.9 11 19 

その他 25 25 。 5. 6 。 4 

体 I 58 
.............•... 

G. U I 27 I ぷ目4注 77 I 49 I 

「述合J系 58 89 81 3. 1 3. 1 46 26 
〔同:Vri4.4J 

~I:ï連合」系 35 69 50 5.5 2. 7 4 26 

Q31 I Q32j 

表2

団体，(!，'ÓfJ( 1~j80 ， 4) 

動
に
力
点
を
置
く
戦
術
は
や
や
低
め
の
数
字
に
な
っ
て
お
り
、
非
連

合
系
の
高
さ
と
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。
定
期
的
な
政
策
協
議

で
も
、
三

0
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
り
、
他
の
分
類
に
比
し
て
も
最
高

の
高
さ
で
あ
る
。
自
民
党
と
の
接
触
は
な
お
低
い
値
に
留
ま
っ
て
い

る
が
、
自
民
党
と
の
接
触
点
を
聞
い
た
設
問
で
は
、
興
味
深
い
結
果

が
出
て
い
る
。
連
合
系
は
接
触
点
と
し
て
、
「
政
調
会
」
を
あ
げ
る

こ
と
が
多
く
、
約
半
分
に
達
し
て
い
る
。
非
連
合
系
の
団
体
も
自
民

党
と
は
接
触
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
際
こ
の
非
連
合
系
で

は
「
国
会
委
員
会
の
議
員
」
と
い
う
答
え
が
民
高
を
占
め
て
い
る
。

同
じ
く
自
民
党
の
議
員
と
接
触
し
て
も
、
自
民
党
の
内
部
の
政
策
形

成
機
関
と
接
触
す
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
か
否
か
と
い
う
点
に
、
両

者
の
著
し
い
対
照
が
現
わ
れ
て
お
り
、
自
民
党
に
対
す
る
意
識
の
違

い
を
み
て
と
る
こ
と
、が
で
き
る
。

次
に
、
表

3
を
見
て
み
よ
う
。

こ
れ
は
、
行
政
や
政
府
と
の
関
係

を
聞
い
た
設
問
群
で
あ
る
。
第
一
の
首
相
と
の
接
触
比
率
で
あ
る
が
、

こ
の
当
時
は
ま
だ
第
二
協
調
発
足
以
前
で
あ
り
、
本
格
的
な
連
合
系

労
組
と
自
民
党
と
の
協
力
関
係
が
表
面
化
す
る
以
前
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
点
で
既
に
凶
割
に
近
い
団
体
が
首
相
と
の
接

触
を
答
え
て
お
り
、
相
当
高
い
比
率
で
あ
る
。
大
臣
、
次
官
級
を
含

む
高
レ
ベ
ル
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
連
合
系
の
値
は
極
め
て
高
い
。

行
政
協
議
を
行
な
う
程
度
も
、
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
審
議

Ciii、り
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れ
に
お

い
て
も
、

他
の
団
体
分
類
ほ
ど
に

は
な
お
協
調
性
は
高
く
な

い
が
、
非
連
合
系
と
絞
ベ
た
場
合
、
連
合
系
の
協
調
性
は
か
な
り
際

立
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
最
後
の
政
策
影
響
力
の
評
価
に
お
い

て、

迎
合
、
非
連
合
両
者
の
値
が
変
わ
ら
な
い

こ
と
は
、
こ

の
時
点
で
は

ま
だ
連
合
系
も
、
十
分
な
政
策
で
の
満
足
を
得
て
い
な
い

こ
と
を
示

し
て
い
る
。

七
五
年
か
ら
こ

の
調
査
の
行
な
わ
れ
た
八

O
年
ま
で
は
、
連
合
系

労
組
と
自
民
党
政
府
の
協
力
関
係
は
、
賃
金
決
定
を
め
ぐ
る
公
式
の

「所
得
政
策
」
な
き
所
得
政
策
及
び
、
地
方
自
治
体
選
挙
の
レ
ベ
ル

で
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
八

O
年
八
月
に
政
推
会
談
が

「協

調
」
の
設
置
な
ど
の
提
言
を
も
り
こ
ん
だ
「
行
革
抗
進
」
提
言
を
行

う
や
、
第
二
臨
調
に
は
金
杉
秀
信

(
造
船
主
機
〉
を
委
員
に
、
山
田

精
吾

(
ゼ
ン
セ
ン
)
を
専
門
委
員
に
送
り
込
み
、
積
極
的
な
行
革
推

進
キ
ャ

ン
ペ
ー

ン
を
は
り
つ
つ
、
そ
の
後
は
臨
調
関
連
審
議
会
、
臨

教
審
や
首
相
関
述
私
的
諮
問
機
関
な
ど
の
政
府
の
公
私
の
中
核
的
政

策
決
定
機
関
に
お
い
て
、
協
調
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ

の
間
査
の
時
点
(
八

0
年
四
月
〉
は
ち
ょ
う
ど
社
会

協
調
か
ら
本
格
的
政
策
協
調
へ
の
転
換
点
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

連
合
系
の
民
間
大
企
業
の
川
土
佐
や
全
民
労
協
の
引
き
に
対
し
て
、

そ
う
し
た
労
組
の
構
成
員
は
ど
の
よ
う
な
な
識
を
持
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
詳
し
い
枚
討
は
別
の
機
会
に
談
り
、
こ

こ
で
は
政
党
支

労i効組合員の政党支持(民rUl大企業労組)(男〉

(B) 

I 1964 I 1968 I 1978 I附 電(85)機¥鉄(85)鋼 ¥ゼ、(ン86セ〉ンI自〈動86)車

121 民 10.0 9. 2 11. 7 10. 1 12.9 16. 1 9. 2 15. 6 

新自ク 2. 1 1.2 

社会 42. 1 28.4 28.3 19.2 27.2 10.2 2.8 6.3 

民社 4. 0 5.4 10.3 13. 6 2.4 11. 2 49.5 38.0 

社民連 1.0 O. 7 O. 2 0.4 0.3 0.5 

公明 1.7 3. 1 1.5 2. 7 1.9 1.7 2.3 1.8 

共Wf 2.3 4.2 2.2 3.0 O. 7 0.6 0.8 O. 7 

他 0.3 4.3 O. 6 3. <1 

支持}t1nr~ 21. 7 27.4 42. 7 47.8 49.8 53.3 32. 2 32.8 

保守系(10.1)(11. 9) 

革新系(12.7) (15.3) 

無関心 8. 0 8. 7 

DK 8. 1 一
NA  2.1 13. 1 2.2 1.7 O. 6 5. 9 2. 9 0.9 1 

表 4

(資料) U労 íJ'J:1HJ査協議会共同調査~， r週刊労働ニ ιースJ
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持
に
関
し
て
だ
け
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
表
4
の
左
側
に
示
し

た
の
は
、
労
働
調
査
協
議
会
が
い
く
つ
か
の
民
間
労
組
を
網
経
し
て

行
な
っ
た
共
同
調
査
で
あ
る
。
個
々
の
初
査
は
そ
れ
ぞ
れ
、
対
象
労

組
を
少
し
ず
つ
変
え
て
お
り
、
ま
た
質
問
表
も
必
ず
し
も
同
一
で
な

い
た
め
、
厳
密
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
傾
向
を
読
み
と
る
こ
と
は

で
き
よ
う
。
ま
た
右
側
に
記
し
た
の
は
、
こ
こ
一
、
二
年
に
行
な
わ

れ
た
主
要
な
民
間
大
企
業
労
組
の
単
産
レ
ベ
ル
で
の
政
党
支
持
結
染

で
占
の
る
。

表
4
凶
の
部
分
の
時
系
列
の
推
移
か
ら
は
、
社
会
党
に
対
す
る
労

組
員
の
支
持
が
六

0
年
代
に
急
速
に
失
わ
れ
、
四
二
%
か
ら
二
八
%

ま
で
急
落
し
、
そ
の
後
七
八
年
か
ら
八
二
年
に
か
け
て
再
び
、
一

0

ポ
イ
ン
ト
近
い
低
下
を
起
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
自
民
党
に
対

す
る
支
持
の
変
化
は
、
わ
ず
か
な
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
民

社
党
が
そ
の
分
上
昇
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
支
持
政
党
な
し
も
、

増
加
の
一
途
に
あ
る
。
右
側
側
の
部
分
の
電
機
、
鉄
鋼
、
ゼ
ン
セ
ン
、

自
動
車
と
い
う
四
つ
の
有
力
な
民
間
単
産
で
の
意
識
調
査
は
、
そ
れ

ぞ
れ
従
来
の
支
持
関
係
を
反
映
し
て
、
か
な
り
の
J

ば
ら
つ
き
を
示
し

て
い
る
。
鉄
鋼
や
自
動
車
で
の
自
民
党
支
持
率
の
高
さ
は
印
象
的
で

あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
民
社
党
の
支
持
者
に
お
い
て

自
民
党
に
対
す
る
容
認
率
が
極
め
て
高
い
(
六
二
・
五
%
〉
と
い
う

(
9
)
 

宙
動
車
総
連
の
組
合
員
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
自
民
党
に
対
す
る
容

認
は
、
七
八
年
の
労
調
協
調
査
に
お

い
て
、
望
ま
し
い
政
権
イ
メ
ー

ジ
の
第

一
位
、
が
自

・
社
を
含
む
保
革
連
立
(
二

0
・
五
%
)
で
あ
り
、

第
二
位
の
平
保
連
立
(
自
民
を
合
、
ま
ず
)
の
一

0
・
八
%
を
大
き
く

引
き
恕
し
た
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
労
働
組
合
員
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
全
民
労
協
や

単
産
の
動
向
、
自
民
党
と
の
協
調
的
行
動
を
反
映
し
て
、

次
第
に
自

民
党
に
対
す
る
支
持
率
も
し
く
は
容
認
率
が
上
昇
し
て
来
て
い
る
の

で
あ
る
。
(
ち
な
み
に
、

組
合
員
以
外
も
含
む
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の

自
民
党
支
持
率
を
み
れ
ば
、
七
五
年
の
三
四
%
か
ら
八

O
年
の
四
三

%
へ

、
ブ
ル

ー
カ
ラ

ー
で
は
三
二
%
か
ら
問
。
%
へ
、
グ
レ
イ
カ
ラ

ー
で
は
三
八
%
か
ら
四
五
%
へ
と
義
突
な
目
民
化
の
進
展
が
み
ら
れ

る
。
八

O
年
に
は
自
民
党
支
持
者
の
四
九
%
は
こ
の
よ
う
な
広
義
の

〈
印
〉

労
働
者
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
J

以
上
の
分
析
か
ら
全
民
労
協
や
連
合
系
労
組
が
、
協
調
的
な
予
算

圧
力
団
体
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
る
こ
と
、
民
間
大
企
業
労
組

員
で
も
着
実
に
自
民
党
容
認
へ
の
動
き
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で

義
C
ト
で
h
ノ。(6

)

全
般
的
分
析
は
前
掲
詐
取
後
日
本
の
圧
力
団
体
四一一参照。

(
7
)

矢
加
部
勝
美
総
云
エ
民
労
協
の
研
究
』
(
日
本
生
産
性
本
部
、

一
九
八
五
年
)
も
参
照。

(
8
)

辻
中
輩
、
前
掲
(
一
九
八
六
年
b
)
)
二
五
O
l
二
五
二
頁。
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ハ9
)

明
週
刊
労
働
ニ
ュ
ー
ス
』
第
1
2
6
3
号
。

(
叩
)
一
ニ
宅
一
郎
『
政
党
支
持
の
分
析
』
ハ
創
文
社
、

一
六
頁
。

一
九
八
五
年
〉

「
第
二
期
自
民
党
」
の
戦
略

l
i八
六
年
体
制
へ
至
る
道

l
i

次
に
民
間
労
組
の
自
民
党
へ
の
接
近
に
対
し
、
自
民
党
自
身
は
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
自
ら
の
戦
略
に
組
み
込
ん
で
き
た
か
を
検

討
し
て
み
よ
う
。
主
と
し
て
、
一
九
七
五
年
以
降
の
自
民
党
の
運
動

方
針
案
を
そ
の
材
料
と
し
て
用
い
よ
う
。

表
5
は
、
『
自
由
民
主
』
に
掲
載
さ
れ
た
自
民
党
の
各
年
の
運
動

方
針
案
、
並
び
に
そ
れ
に
付
随
す
る
報
告
を
基
に
、
自
民
党
の
労
働

セ
ク
タ
ー
並
び
に
労
働
組
合
に
対
す
る
態
度
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

各
年
度
の
欄
に
は
、
首
相
政
び
に
幹
事
長
、
そ
し
て
そ
れ
に
関
連
し

た
報
告
を
行
な
っ
た
党
幹
部
の
名
前
が
記
し
て
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

笛
所
で
労
働
に
関
す
る
問
題
が
触
れ
ら
れ
た
か
が
分
か
る
よ
う
に
、

項
自
別
に
整
理
し
、
そ
し
て
そ
こ
で
労
働
及
び
労
働
組
合
に
対
し
て

中
立
的
も
し
く
は
肯
定
的
な
記
述
ま
た
は
表
明
〈
土
一
さ
む
、
が
な
さ
れ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
非
難
の
色
彩
を
含
ん
だ
批
判
的
言
明
(
一
表
示
)

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
し
、
そ
の
行
数
を
数
え
、
記
し
て
あ

る
。
限
ら
れ
た
材
料
に
基
づ
く
ラ
フ
な
分
析
で
は
あ
る
が
、
し
か
し

か
な
り
は
っ
き
り
と
自
民
党
の
労
働
に
対
す
る
態
度
の
変
化
を
こ
こ

か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
図

3
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
中
立
的
・
肯
定
的

表
現
と
非
難
及
び
批
評
的
表
現
の
行
数
を
グ
ラ
フ
に
表
わ
し
た
も
の

で
あ
る
。
両
者
の
関
係
に
よ
っ
て
、
三
一
つ
の
時
に
区
分
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
七
五
・
七
六
年
は
第
一
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
非

難
の
表
現
が
、
圧
倒
的
に
中
立
的
・
肯
定
的
表
現
に
勝
っ
て
い
る
。

七
七
年
か
ら
八
一
年
に
か
け
て
、
急
速
に
非
難
の
色
彩
は
減
少
し
、

逆
に
中
立
的
・
肯
定
的
表
現
は
数
を
増
し
て
い
く
。
こ
の
時
期
が
第

二
別
で
あ
る
。
第
三
期
は
八
二
年
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
ま
で

続
く
。
こ
こ
で
は
労
働
に
関
す
る
表
現
は
、
様
端
に
減
少
し
て
行

き
、
代
っ
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
関
連
す
る
表
現
が
目
に
つ
く
よ
う
に

な
る
。こ
の
一
ニ
つ
の
時
期
を
貫
い
て
、
自
民
党
に
と
っ
て
労
働
は
、
次
の

一
一
一
つ
の
点
か
ら
重
要
な
「
組
み
込
み
」
の
対
象
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、

何
度
か
訪
れ
た
「
危
機
的
状
況
」
に
対
し
、
如
何
に
そ
れ
を
回
避
す

る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
第
二
に
、
保
革
伯
仲
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
な
支
持
基
般
の
衰
え
を
如
何
に
労
働
を
組
み
込
む
形
で
再
編
し
、

「
都
市
型
の
国
民
政
党
」
に
脱
皮
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
第

三
に
、
そ
れ
と
関
連
し
て
新
し
い
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
、
そ

れ
に
如
何
に
協
調
的
パ
ー
ト
ナ
ー
を
獲
得
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。



表
5

自
民
党
の
述
動
方
針
に
お
け
る
労
働
の
位
置

一
九
七
主

J
八
七
(
資
料
司
自
由
民
主
」
一
)

一
九
七
五
(
三
木
・
中
曾
根
〉

①

国

内

情

勢

大

幅

賃

上

げ

:

:

:

独

菩

的

問

ム

2

②
運
動
日
出
二
国
民
生
活
安
定
・
:
:
・
「
凶
民
経
済
的
視
野
」
必
一
安

「
勤
労
者
」
施
策
充
実
、
進
法
ス
ト
(
公
労
協
・
日
教
組
〉
一

5

一
ニ
正
し
い
教
育
:
:
:
日
教
組
違
法
ス
ト
一
日
一

1

「
労
働
者
は
も
ち
ろ
ん
:
:
:
対
話
の
機
ム
円
ご
:
一
4
計

一
目
十
日

〔
活
動
方
針
行
時
の
た
め
末
松
討
〕

九
七
六
(
一
ニ
木
・
中
宮
根
〉

①
党
情
報
告
(
中
曾
根
〉
「
国
一
連
を
掛
け
た
決
伎
一
公
労
協
ス
ト
批
判

②

前

文

一

7

③
閣
内
情
勢
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
労
働
者
は
も
ち
ろ
ん
国
民
各
府
と
対
話

④
述
動
目
標
『
労
働
組
合
も
自
党
と
責
任
を
』
一
4
1
T
お

「
日
教
組
:
:
:
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
柴
田
」

一
羽

「
議
会
政
治
:
:
:
」
「
国
民
政
党
:
;
:
」
国
民
政
党
、
勤
労
者
一
幻

⑤
活
動
方
針
、
「
陸
八
日
止
な
労
働
運
動
を
進
め
・
:
:
・
職
域
支
部
の
結
成
を
一

『
労
働
攻
勢
に
対
す
る
適
切
な
る
対
応
』
一
ロ
ー
一
-
5
計
一

1
1
8
T
訂

5 一
お
一

9

内
t
u

由
、
，
d

ハノ
F

J

M

-

4

4

6 
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一
九
七
七
(
福
田
・
大
平
・
竹
下
)

①
党
情
報
告
「
:
・
勤
労
者
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
:
:
・
」
と
の
迂
帯
不
十
分

②
運
動
万
針
「
「
対
話
と
協
調
」
の
政
治
:
:
:
労
働
組
合
代
表
を
は
じ
め

i
・e-

勤
労
者
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
体
:
:
:
対
話
シ
リ
ー
ス
・
を
実
践
」
f

一
3

『
違
法
行
為
に
毅
然
と
対
処
」
一
『
春
闘
対
策
に
つ
い
て
」
一
一
8
1
ナ
幻

『
違
法
ス
ト
対
策
に
つ
い
て
』

一
日
4
7

対
話
集
会
T
2
成
熟
社
会
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
な
く
な
る

③
活
動
方
針
都
市
組
織
の
確
立
、
勤
労
者
、
健
全
な
労
働
運
動
?
一
3

一
「
労
働
運
動
に
対
す
る
適
切
な
る
対
応
』
一
6
一
1
9

円
労
働
運
動
の
健
全
化
、
正
常
化
を
は
か
る
運
動
」
一
一

7

計
一
羽
一
i
m刊

一
九
七
八
(
福
田
・
大
平
)

①
前
文
「
労
組
代
表
;
;
:
を
ふ
く
め
た
:
:
:
『
ビ
ジ
ョ
ン
密
議
会
と
十
3

②
運
動
方
針

H

l

ナ
2
『
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
労
使
関
係
』

「
労
組
幹
部
と
も
積
極
的
に
話
し
合
い
」

十
9
「
ス
ト
権
奪
泣
」
一
9

『
教
員
の
役
一
法
ス
ト
の
排
除
』
一
8
草
新
自
治
一
労
組
ヤ
ミ
専
従
給
与
一
4

③
活
動
方
針
『
労
働
運
動
に
対
す
る
適
切
な
る
対
応
h

一
8
1ア
5

教
育
在
常
化

計
一
泊
十
四

一
九
七
九
(
大
平
・
斉
政
・
足
立
)

①
起
草
委
員
長
説
明
労
働
運
動
「
認
識
」
、
産
業
労
働
者
の
支
持
来
品
%
、

「
友
仔
関
係
も
つ
労
組
一
芽
生
え
、
我
が
党
と
「
勇
気
を
も
っ
て
乎
を

盗
ろ
う
と
す
る
現
実
路
線
の
息
吹
」
1
一
-
M

②
運
動
万
針
『
暴
力
行
為
を
一
掃
し
違
法
ス
ト
を
排
除
し
よ
う
』
一

u
ー一14

③
活
動
方
針
「
健
全
な
労
働
運
動
の
推
進
一

計
一
日
!?
日

一
九
八

O
(大
平
・
桜
内
・
海
部
〉

①
起
草
委
員
長
説
明
労
組
:
:
:
な
ど
:
:
:
「
や
や
呉
質
の
存
在
と
見
た
り
近
寄
り

縫
い
存
在
:
:
:
積
極
的
に
交
流
:
:
:
提
携
の
輪
」
T
8

②
前
文
「
新
た
な
連
携
、
新
た
な
結
合
の
可
能
性
;
:
:
と
り
わ
け
、
各
種
の
消
費
者
団

体
、
労
働
組
合
・
団
体
、
市
民
団
体
等
の
勢
力
を
、
大
胆
に
そ
の
対
象
」
T
6

③
運
動
万
針
法
染
労
働
問
の
支
持
、
「
良
識
あ
る
労
組
;
:
:
と
り
わ
け
民
間
一
十
7

司
国
民
的
合
意
ー
拡
張
の
広
大
の
た
め
;
:
:
労
働
組
合
・
間
体
:
:
:
連
携
強
化
』

現
実
路
線
労
組
と
「
定
期
協
議
会
」
へ
、
「
協
力
」
と
「
基
盤
拡
大
」

日
常
的
に
労
働
問
へ
「
積
極
的
な
働
き
か
け
」
必
要
+
幻

④

活

動

方

針

『

健

全

な

労

働

運

動

の

推

進

』

+

4

日

教

組

の

革

命

教

育

計

f

一
品
一
3

一
九
八
一
(
鈴
木
・
限
内
・
伊
藤
)

①
基
調
「
物
価
安
定
は
、
労
働
組
合
の
節
度
あ
る
態
度
に
負
う
一
十
4
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包
運
動
方
針
民
間
労
:
:
:
「
心
か
ら
敬
意
」、

同
日
選
圧
勝
↑
民
間
労
協
議

一
一
千
ル
ギ
!
問
題
「
労
組
に
も
:
:
;
協
力
よ
び
か
け
一

十
日

『
企
業
、
民
間
労
組
、
消
費
者
団
体
と
も
手
を
携
え
、
国
民
生
活
を
防
衛

し
よ
う
』
安
定
成
長
の
嬰
閃
の
一
つ

「
勤
勉
性
と
健
全
な
労
使
関
係
」
「大

企
業
労
組
一
で
の
支
持
、
「
政
策
推
進
労
組
会
議
」
十
幻

一
若
実
に
し
て
実
効
性
の
あ
る
述
勤
」
、
労
働
問
体
と
の
協
訴
「
地
方
」
ヘ

③
活
動
万
針

円
労
働
組
合
と
の
積
極
的
な
交
流
と
協
議
接
関
の
定
位
」
一
!?
?

日
教
組

一

3

計

十
日

一
3

一
九
八
二

(
鈴
不
・
二
階
堂

・
加
一
応
六
」

①
説

明

「

サ

ラ

リ

ー
マ
ン
民
が
自
由
社
会
を
ま
も
る
」
ょ
う
働
き
掛
け
(
一
5
)

②
法
問

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
防
府
は
;
:
;
問
の
活
力
の
中
心
」
(
+
7
)

一
2

③
運
動
方
針
三
ソ
ラ
リ
l
マ
ン
の
活
力
を
党
活
動
に
直
結
し
よ
う
』
一
J

ラ
リ
1
7
ン

の
五

O
%
の
支
持
、
「
職
場
、
服
域
に
お
け
る
党
組
絵
の
窓
口
の
拡
大
」

一
行
財
政
一
改
革
の
推
進
」
の
た
め

「労
働
諮
問
休
と
の
山
法
的
を
ぷ
り
密
に
」

(
!
?
印
)

i

一-
6

一5

④
活
動
方
針

一三五社
中
堅
幹
部
と
の
怒
該
会
の
間
保一
一一

(

l

一1
6

〉

ム

6

『
労
働
団
体
と
の
対
話
活
動
の
ハ
促
進
中
「政
策
民
進
労
儲
組
合
会
議
枕
?
と」

一
i

教
育
正
常
化
」
造
法
ι
…γ議
一

4
・

行
t

一ーロ
〈
E

ア刊
)
一

日

一
九
八
一
二
(
中
母
娘

・
二
階
立

・
中
尾
)

①
廿
抗
日
間
「
サ

ラ
リ
ー

マ
ン
阿
川
に
主
点
を
お
い
た
新
説
党
員
の
終
一
山
内
一
(
十
3
)

②
述
動
方
針
『
一
行
年

・
法
人

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
支
持
さ
れ
る
川
け
ん
を
'
日
こ
う
』

一
ー
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
隠
の
意
見
を
党
の
政
策
立
集
中
担
割
に
直
接
反
映
さ
せ
る

途
を
ひ
ら
く
」

(
+
幻
)
+
2
〈
+
2
)

昨
年
「
臨
場
、

結
能
団
体
を
芯
川町一
一と
す
る
段
域
支
部
」
呼
び
掛
け

③
活
動
方
針

『
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・

労
働
組
合
と
の
対
話
活
動
の
推
進
』

「峨
域
支
出
。一
i
3
0
0
会
強
化

(

十
叩
)
斗
2

「教
組
の
偏
向
」
一

l

計

十
4
(
ム
了
灯
)

一
l

一
九
八
四
(
中
宮
担

・
印
中
六

・
砂
町
)

の
党
情
報

告

比

例

選
に
伴
う
「
続
域
党
員
の
増
加
:
:
:
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
〈
+
2
)

政
域
支
部
2
3
2
業
種
、

一
五
九
一
文
部

一
四
O
万
/
ニ
四
八

万
人、

五
五
男

「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
府
へ
の
夜
能
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」

〈
十
2
)

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
一間

へ
主
点
を
お

い
た
党
勢
拡
大
」
(
+
3
)

「サ

ラ
リ
ー
マ
ン
対
策
連
絡
協
議
会
(
仮
称
〉

を
設
け
る
」
(
+
5
〉

小
活
動
方
針
『
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
屈
と
の
連
携
強
化』

一ーサ
ラ
リ
ー
マ
ン
政
策
を
位
返
す
る
会

(
仮
称
)
を
開
催
」

(
十
7
〉
+
2

「総
評
、
向
日
一
を
は
じ
め
全
民
労
協
と
も
対
話

」

計

十

2

(

十

四

〉

一
九
八
玄
(
中
青
山
民
・
金
丸

・
佐
原
町
役
〉

①
活
動
方
針
一
ー
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
自
の
・;
;・
係~得」

(
一
2
)
聡
域
支
部
一
六
五

一
、

党
員
の
二
分
の
一

一，A
J

ラ
リ
!
?
ン
政
策
会
」
佐
川
比
す
る
会
:
:
:
開
催
}

(

l

一ー
1
)

「
税
減
支
部
長
柄
」
宍
定
日
教
組

一

2

計

(

l

一1
3
〉
一
2

一
九
八
六
(
小
符
根

・
金
丸
)

小
活
動
万
引

一ームJ

ラ
リ
!
?
ン
日間

へ
の
入
党
促
巡
」
2
1
1
)

r
d
M
以
支
部
の
技
備
と
強
化
』
2
4
3
5
支
部
2
5
0
万

(

+

3〉

「
全
国
い
叫
ん
州
委
員
会
の
中
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
問
題
連
絡
協
設
会
を
設
け
る
」

山一山〈。
一-
4
)

②
説
明

③
運
動
方
針

一九
八
七
(
山
!
今
問

・
竹
下
'
瓦
)

の
委
員
長
説
明

三
一日
年

・
話
人

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
」
八
+
l
)

一川
川
向
教
育
:
:
:
日
教組'一

一
4

ハ
+
2
)

⑦
活
動
方
針

一
-m域
支
部
」
二
四
五
五
支
部

〈
地
域
文
部
二
七
二
八
)
(
党
員
任
倒
的

腕
域
〉

「
八
六
体
制
の
出
現
:
:
:
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
と
り
こ
む
こ
と
が
出
来
た

な
ら
ば
、
新
し
い
政
治
の
流
れ
は
不

動

」

〈

+

8

)

「党
員
獲
得
:
:
:
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
百
へ
の
対
応
」
「
研
修
」
(
十
5
〉

一「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
の
対
話
活
動
の
促
進
』

〈

十

S
〉十
1

一字
た
、

労
働
組
合
へ
の
接
触
、
対
話
を
引
き
つ
づ
き
推
進
」

「
教
育
委
員
山
中
公
選
述
動
の
阻
止
」
一
日
数
'
組
、
自
治
労
」

(
十
叫
〉
十
I

計
(
一
時
〉
十
2

16 6 I 

6 
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る「労働J関連の安現(1975'"'-'87)向
口図3

中立 (:~J 0 守主的

批判的

そ
れ
ぞ
れ
の

田
沢
な
る
。

自由民主二各年，位{;:;年足、では方針」が討されており，デ-;'1土不完全である

に
い
お

も

う

少

し

詳

し

く

、

時

別

別

に

の

関

係

に

つ

い

て

み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
第
一
期
す
な
わ
ち
七
六
年
末
ま
で
の
時

加
は
、
ま
さ
に
自
民
先
結
党
以
来
の
危
機
で
あ
っ
た
。
七
三
年
末
の

石
油
シ
ョ
ッ
ク
、
そ
れ
に
続
く
狂
乱
物
価
、
ま
た
買
い
占
め
な
ど
に

出
J
d
発
し
た
大
企
業
批
判
の
噴
出
、
田
中
首
相
の
金
脈
退
陣
、
そ
し

て
公
活
協
の
久
ト
椛
ス
ト
、
二
一
木
内
問
と
挙
党
協
と
の
抗
争
、
最
絡

に
衆
議
院
奴
割
れ
を
起
こ
し
た
ロ
ッ
、
守

l
ド
選
挙
。
自
民
党
に

と
っ
て
の
ぼ
、
七
七
年
福
田
内
問
下
で
の
党
総
数
予
備
選
挙
川

ι

平
安
の
決
定
(
七
七
年
四
月
)
の
引
ま
で
続
い
た
。

半
は
、
こ
の
時
期
の
か
な
り
の
期
間
で

(
日
)

っ
て
い
る
。

の

て
政
権
打
倒

の
ブ
ロ
ッ

第
一
期
の

資料

ク
に
対
す
る
強
烈
な
批
判
の
で
満
ち
て
い
る
。
中
心
と
な
る
の

は
、
ス
ト
権
ス
ト
を
構
え
た
公
労
協
及
び
日
教
組
、
更
に
大
幅
賃
上

げ
を
標
傍
す
る
国
民
春
闘
共
闘
会
議
に
対
す
る
非
難
で
あ
る
。
公
労

協
が
前
一
回
に
出
た
間
い
を
正
面
か
ら
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

民
党
は
民
間
大
企
業
労
組
の
ネ
ジ
レ
の
感
覚
に
応
答
し
つ
つ
、
七
五

年
春
闘
で
の
宮
田

(
J
C
)
及
び
天
池
(
向
盟
)
の
春
闘
方
式
批
判

を
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
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七
七
年
か
ら
八
一
年
に
至
る
第
二
の
時
期
は
、
こ
う
し
た
民
間
大

企
業
労
組
と
自
民
党
と
の
社
会
〈
政
策
〉
協
調
が
、
運
動
方
針
に
濃

厚
に
反
映
し
た
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
を
刺
激
し
た
の
は
、
七
六
年
及

び
七
九
年
選
挙
に
お
け
る
自
民
党
の
敗
北
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
一
一
一
口
う
ま

で
も
な
い
。
自
民
党
は
、
支
持
基
盤
再
編
の
手
が
か
り
並
び
に
社
会

(
政
策
)
協
調
の
相
手
を
、
七
五
年
春
闘
以
来
協
調
関
係
を
深
め
て

い
る
民
間
大
企
業
労
組
、
そ
の
新
し
い
連
合
体
で
あ
る
政
策
推
進
労

組
会
議
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
運
動
方
針
案
に
は
、
労
組
を
含
め
た

「対
話
」
や

「
ビ
ジ
ョ
ン
a

審
議
会
」
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
る
し

我
が
党
と

「勇
気
を
も
っ
て
手
を
握
ろ
う
と
す
る
現
実
路
線
」

へ
の

賞
賛
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
両
者
の
協
調
関
係
が
ピ

l
ク
に
達
し

た
の
は
、
七
九
年
選
挙
敗
北
直
後
の
八

O
年
の
運
動
方
針
案
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
政
策
推
進
労
組
会
議
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
そ
う
し

た
労
組
と
の
大
胆
な
「
連
繋
」
・
「
結
合
」
の
可
能
性
を
求
め
る
こ
と
、

そ
し
て
定
期
協
議
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
諮
わ
れ
て
い
る
。
八

O
年

に
は
、
自
民
党
の
支
持
率
は
相
当
回
復
し
、
労
働
者
層
の
支
持
率
も

高
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
自
民
党
は
、
危
機
回
復
の
シ
ナ
リ
オ
を
行

財
政
改
平
と
い
う
型
で
定
式
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
に
呼
応
す
る

形
で
、
政
抗
会
議
に
結
集
し
て
い
る
民
間
労
組
は
、
行
革
推
進
の
具

体
的
提
言
を
行
う
。
こ
の
よ
う
に
自
民
党
と
民
間
大
企
業
労
組
の
笠

月
関
係
は
最
高
潮
に
迭
し
、
八

O
年
選
挙
で
の
自
民
党
の
大
版
印
刷
の

原
動
力
と
し
て
、
八
一

年
の
運
動
方
針
案
は
両
者
の
協
議
の
成
果
を

詩的

っ
た
の
で
あ
一
一る。

し
か
し
、

着
実
な

「
保
守
回
帰
」
は
、
自
民
党
の
労
働
に
対
す
る

態
度
を
再
び
変
更
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
八
二
年
以
降
の
運
動
方
針

に
は
、
ま
ず
「
象
徴
」
と
し
て
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
重
視
す
る
と
い
う

態
度
が
現
わ
れ
る
D

続
い
て
、
民
間
労
組
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の

媒
体
、
具
体
的
に
は
会
社
中
堅
幹
部
と
の
会
合
や
、
験
場
を
基
探
と

す
る

「職
域
支
部
」
と
い
う
も
の
が
ク
ロ

ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
来

る
。
と
り
わ
け
職
域
支
部
は
、
総
裁
予
備
選
制
の
導
入
や
参
議
院
比

例
代
表
制
の
導
入
な
ど
を
契
機
と
し
な
が
ら
、
飛
躍
的
な
拡
大
を
遂

げ
、
一
九
八
四
年
に
は
党
員
の
五
五
%
、
一
四

O
万
人
が
こ
の
支
部

を
通
じ
て
組
織
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
新
党
や
税
金

党
の
二
度
の
選
挙
で
の
健
闘
が
、
こ
れ
を
刺
激
し
た
こ
と
は
一
一一一向うま

で
も
な
い
。
他
方
で
、
八
二
年
に
結
成
さ
れ
た
全
民
労
協
は
、
そ
う

し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
の
媒
体
の
一
つ
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

既
に
触
れ
た
よ
う
に
八
一
年
か
ら
は
じ
ま
る
臨
調
路
線
に
お
い
て
、

民
間
労
組
の
幹
部
が
重
用
さ
れ
、
八
二
年
の
中
曾
根
内
閣
に
お
い
て
、

そ
の
‘
ブ
レ
ー

ン
に
何
人
か
の
労
組
幹
部
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
、
留

怠
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
民
間
大
企
業
労
組
の
地
位

は
、
そ
の
政
策
協
制
的
附
総
、
自
民
党
と
の
接
近
の
「
成
功
」
に
よ
っ



て
逆
に
低
下
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

中
曾
根
首
相
が
八
六
選
挙
の
大
勝
利
の
後
に
、
高
ら
か
い
上

げ
た
「
八
六
年
体
制
」
に
お
い
て
、
重
要
な
組
み
込
み
の
相
手
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
屈
と
し
て
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
っ
て
、
民

間
大
企
業
労
組
そ
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
の
後
の
経
過
を
み
れ
ば
、
売
上
税
問
題
で
の
八
七
年
地
方
選
挙

敗
北
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
民
党
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
把
握
す
る

媒
体
の
確
立
は
な
お
十
分
で
は
な
い
し
、
そ
の
政
策
的
基
盤
も
十
分

と
は
一
一
一
一
口
え
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
と
は
い
え
、
自
民
党
が
民
間
労
組

と
協
調
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
念
頭
に
お
い
た
、
危
機
の
回
避
、
支

持
基
盤
の
拡
大
、
新
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
協
力
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
獲

得
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
帰
結
こ
そ
八
六
年
選
挙
で
の
大
勝
利
に

見
ら
れ
る
「
保
守
回
帰
」
で
あ
っ
た
。

(
日
)
岡
本
宏
'
馬
場
主
人
「
政
党
支
持
の
流
れ
と
変
化
」
中
日
本
人

の
政
治
感
覚
』
〈
出
光
害
問
、
一
九
八
二
年
)
。

四

労
働
行
政
の
復
権
?
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さ
て
最
後
に
、
労
働
と
政
府
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
係
の
変
化
が

生
じ
て
い
る
か
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
政
策
・
制

度
要
求
を
掲
げ
て
来
た
民
間
労
組
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
る
こ
と

に
も
な
ろ
う
し
、
自
民
党
と
労
働
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
形
で
政
府

に
反
映
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
知
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
こ
こ
で
は
、
政
府
・
省
庁
全
体
に
分
析
を
及
ぼ
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
全
民
労
協
は
、
労
働
省
一
八
回
を
筆

頭
に
通
産
、
経
企
、
厚
生
な
ど
十
一
の
省
庁
に
亙
っ
て
接
触
活
動
を

行
な
っ
て
い
た
し
、
最
近
で
は
総
務
庁
統
計
局
や
日
銀
な
ど
と
も
接

触
を
は
じ
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
労
働
省
と
は
新
労
政
会
議
、
通

産
省
と
は
労
働
問
題
政
策
会
議
、
中
小
企
業
問
題
定
期
会
合
、
経
企

庁
と
は
物
価
問
題
定
期
会
合
、
厚
生
省
と
は
、
社
会
保
障
問
題
定
期

会
合
、
建
設
省
と
は
住
宅
政
策
関
連
会
議
と
い
っ
た
定
期
的
会
合
の

場
を
設
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
労
働
組
合
が
最
も
頻
繁
に
接
触
し
‘

政
府
省
庁
全
体
に
対
す
る
窓
口
と
も
な
っ
て
い
る
労
働
省
に
注
目
し

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
労
働
省
が
そ
の
相
対
的
地
位
を
上
昇
さ

せ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
次
の
表

6
は
、
一
九

八
五
年
に
行
な
っ
た
「
第
二
回
行
政
エ
リ
ー
ト
調
査
に
末
尾
の
付
記
参

照
)
に
お
い
て
、
「
あ
な
た
の
省
(
庁
)
の
地
位
は
、
十
年
前
と
比
べ

て
政
府
全
体
の
中
で
ど
う
変
化
し
た
で
し
ょ
う
か
」
と
聞
い
た
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
労
働
省
の
官
僚
は
、
厚
生
省
、
建
設
省
に
次
い
で
、

省
の
地
位
の
上
昇
を
答
え
る
比
率
が
高
い
〈
五
二
%
〉
。

て
は
、
い
く
つ
か
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一

こ
の
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あなたの省(庁〉の地位は， 10年前(1970年〉と比べて政府全体の中でど

う変化したでしょうか

2 3 4 b 

昇か
上昇し ある

才}つめJ 士d、 低下 ある
下か ，，"， 

CN しな
?しこ な低り

N 
たり

なけ'? 

たし 科!支
A 

i~:_ ゴfト人コFコ い 変り '--" 

金三 41 22 ヴ凶 l 2 

珪 f日スTし 31 13 ，58 つ3 7 一 一
']] 27 4 48 30 10 一

7ill 40 3 40 4.5 8 3 3 

[ヨ 品ilA I 16 56 一 一
ーや!、 五三 21 14 ;)( 29 

1lps'.4、~ オミ 34 1う7 12 8~ ，) 一
斗ノザ¥ ~?( 41 ーfラ 44 51 2 

iユAニ 尚三 251 6 31 34 27 0.4 

表

f第二Iill行政コニリート心 (hIS5，11) Q29 〔古料〉

に
、
高
度
成
長
期
に
お
け
る
労
使
関
係
の
制
度
化
・
安
定
化
に
伴
っ

て
、
六

0
年
代
の
後
半
か
ら
七

0
年
代
の
前
半
に
か
け
て
、
労
働
省

の
地
位
は
著
し
く
低
下
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、

労
働
省
の
無
用
論
す
ら
唱
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

七

0
年
代
の
中
葉
か
ら
労
使
関
係
が
不
安
定
化
し
、
そ
の
調
整
役
と

し
て
の
地
位
が
上
昇
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
雇
用
問
題

も
、
高
度
成
長
期
に
は
一
%
台
前
半
で
あ
っ
た
失
業
率
が
七
六
年
に

二
%
台
に
上
昇
し
、
そ
し
て
八
七
年
一
月
に
は
一
二
%
台
に
突
入
し
て

い
る
。
政
府
首
脳
や
自
民
党
内
に
も
、
こ
う
し
た
雇
用
の
危
機
の
深

刻
化
に
対
す
る
危
機
感
が
深
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
自
民

党
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
へ
の
接
近
に
伴
い
、
労
働
保
険
や
労
働
者
の

更
に
勤
労
者
財
形
貯
替
制
度
な
ど
へ
の
理
解
も
深
ま
っ

て
い
る
。

「
あ
な
た
の
省
の
意
向
や
政
策
は
、
十
年
前
と
較
べ
て
大
政
省
に

認
め
ら
れ
易
く
な
り
ま
し
た
か
」
と
聞
い
た
質
問
に
対
し
て
も
、
労

働
省
の
官
以
は
四
四
%
が
「
あ
る
程
度
」
以
上
良
く
な
っ
た
と
答
え

て
お
り
、
こ
の
比
率
は
建
設
省
の
五
二
%
に
次
い
で
、
間
査
八
省
庁

の
中
、
第
二
位
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
サ
l
へ
イ
調
査
に
見
る
恨
り
、
労
防
省
の
地
位
は
大

た
よ
う
に
見
え
る
が
、
ム
一
氏
7
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

の
一
寸
主
に
十
日
め
る
比
率
は
な
お
低
い
も
の

一日こ



一
般
会

計
及
び
補
助
金
に

関
し
て
は
、
そ
の

比
率
の
低
下
す
ら

止
ま
っ
て
い
な
い
。

唯
一

ほ
ぼ
現
状
を

維
持
し
て
い
る
の

は
、
特
別
会
計
す

な
わ
ち
労
働
保
険

会
計
だ
け
で
あ
る
ο

た
だ
、

一
般
会
計

及
び
補
明
金
の
比

率
の
減
少
も
、
七
五
年
以
降
は
や
や
弱
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

労
働
省
の
地
位
の
上
昇
が
、
肉
強
的
、
情
報
交
換
的
な
も
の
で
あ

る
と
す
れ
ば、

予
算
の
中
に
そ
の
地
位
の
上
昇
を
み
る
の
は
難
し
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
労
働
大
臣
の
私
的
諮
問
後
関
で

あ
り
、
政
・
労

・
使

・
学
四
者
の
懇
談
の
場
で
あ
る
産
業
労
働
懇
話

(ロ〉会
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
産
労
懇
は
、
一

九
七

O
年
に
設
立
さ
れ
た

が
、
そ
の
役
割
は
七
五
年
春
闘
を
迎
え
る
ま
で
は
殆
ん
ど
注
目
さ
れ

(は〉

て
来
な
か
っ
た
。
七
五
年
春
闘
|
|
七
四
年
の
狂
乱
物
価
下
の
春
闘

に
お
い
て
、
三
割
を
述
、
え
る
賃
上
げ
を
み
た
た
め
に、

驚
悔
し
た
政

(%) 

年度 |一般会計!補助金 |特別会計

1960 2.35 6. 63* 2. 9S 

1965 2.40 5.93 4. 13 

1970 1. 44 3.04 2.76 

1975 1. 73 1. 54 3.72 

198CJ 1. 04 1. 01 2. 93 

1985 O. 94 0.69 2.90 

労働省関係予算比率の舵移表7
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WJ r:li山金:ヱj史認の功全 特別会計;主ヲ~. f[~!J 沫'没

特別会計以gij.:''j:分別名災5Jj:f[日出向i0!， 失来{呆
í;~O の特別会口 i 子 1iふと訟によすする;則合 本i加工1961年

(弐料l'M政統計 ~ :色

で
あ
り
、

府
と
経
営
側
は
公
式
の
所
得
政
策
を
行
な
う
こ
と
な
く
所
得
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
打
ち
出
し
、
賃
金
の
抑
制
に
取
り
か
か
っ
た

l
i
ー
に
お
い

て
、
産
労
懇
は
重
要
な
役
割
を
来
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
以
降

産
労
懇
は
、
い
く
つ
か
の
ス
テ
ッ
プ
を
経
て
強
化
さ
れ
て
来
て
い
る
。

第
一
に
、

一
九
七
五
年
の
第
四
八
回
会
合
以
来
ほ
ぼ
年

一
な
い
し
二

度、

首
相
、
が
出
席
す
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二

に
第
六

一ニ
、
六
四
回
で
の
格
上
げ
提
案
(
宮
田
委
員
)
を
う
け
て
、
一

九
七

七
年
か
ら
は
、
産
労
懇
の
懇
談
事
項
は
問
議
で
報
告
さ
れ
、
ま
た
関

連
し
た
大
臣
が
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
る。

第
三
に
、

景
気
後
退
加
に
は
、
経
済
企
画
庁
長
官
や
関
係
局
長
が
ほ
ぼ
毎
回
出

席
す
る
よ
う
に
な
り
、
経
済
に
整
合
し
た
労
働
の
政
策
要
求
を
求
め

た
こ
7
乙
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
産
労
恕
は
現
在
で
は
、
実
質
的
に
は
首
相
の

私
的
諮
問
機
関
と
な
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
審
議
内
容
も
綴
め
て
実
質

〔

μ〉

的
な
も
の
に
な

っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

次
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
労
働
省
か
ら
見
た
「
自
民
党
と
社
会

党
の
政
策
の
迷
い
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
労
働
省
の
官
僚

は
、
五
九
%
が

「
か
な
り
」

以
上
の
遣
い
、が
あ
る
と
答
え
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
値
自
体
は
他
の
省
庁
と
比
べ
て
、
平
均
的
な
高
さ

に
止
ま
っ
て
い
る
。

「非
常
に
迷
い
が
あ
る
。
」
と
答
え
た
比
率
(
十

一
%
〉
は
少
な
い
方
か
ら
二
番
目
で
あ
る
。

こ
こ

か
ら
推
察
さ
れ
る
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の
は
、
自
民
党
は
労
働
政
策
に
対
し
て
極
め
て
冷
淡
で
あ
る
と
い
う

通
説
的
な
考
え
方
は
、
実
は
近
年
で
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
七
五
年
以
降
の
社
会
変
容
下
に
お
い
て
、

自
民
党
は
徐
々
に
労
働
者
を
と
り
こ
む
と
い
う
観
点
に
た
っ
て
労
働

政
策
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
来
て
お
り
、
と
り
わ
け
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
取
り
込
も
う
と
す
る
新
政
策
へ
の
意
欲
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ

も
の
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
自
民
党
の
政
策
が
、

社
会
党
な
ど
が
従
来
掲
げ
て
い
た
プ
ロ

・
レ
イ
バ
!
な
も
の
に
近
づ

い
て
来
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
社

会
党
を
は
じ
め
と
す
る
野
党
は
、
運
動
方
針
案
等
を
検
討
し
て
み
て

も
、
突
に
貧
弱
な
労
働
政
策
し
か
打
ち
出
し
て
い
な
い
こ
と
が
理
解

で
L

ぎ
る
の
で
ふめる。

以
上
の
結
果
と
し
て
、
労
働
省
の
政
策
に
対
す
る
「
影
響
力
」
や

「
協
力
関
係
」
を
も
っ
相
手
や
「
間
終
困
難
」

な
相
手
に
関
す
る
回

答
は
、
笑
に
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
表
8
に
注
目
し
て
み

よ
う
。
労
働
省
の
政
策
形
成
や
執
行
に
つ
い
て
、
省
外
で
最
も
強
い

影
響
力
を
持
つ
の
は
「
件
以
議
員
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
「
政
調
会
」

の
比
率
も
高
い
。
合
計
し
て
、
七
割
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
高
さ
は
、

厚
生
省
や
農
水
省
な
ど
族
議
員
の
木
場
と
考
え
ら
れ
る
省
庁
に
続
く

高
さ
(
四
位
)
で
あ
る
。
ま
た
、
協
力
関
係
に
つ
い
て
も
、
第

一
位

に
族
議
員
を
あ
げ
る
比
率
が
筏
め
て
高
い
。
こ
れ
も
、

厚
生
省
、
建

(%) 

E(〔iZ第千年〉一ブ:位内jは4第十二年前位〉 協(第力一位十第二位〉 調(第諮一問位11+i第二位〉

①族 議 員 44-.4 [40. 7J ①族議員 62.9 ①野 党 44.4

②大蔵 省 25.9 [33. 3J ⑦②伝-Hl' 部凶ム53: .)内3.3内 ② 他省庁 44.4

②政 調会 25.9 [18.5J ③政調会 29.6 ③大蔵省 33.3

④関係団体 22. 2 [25. 9J ④マスコミ 7.4 ④関係団体 18. 5 

⑤与党首悩 14.8 [11. 1] ⑤与党首脳 7.4 ⑤審議会 14.8

労働省と他の政治アクター表8

「第二iIiJ行B政エリ ー ト前五J(1985， 11) QZ4， Q25， Q26， Q27 

設
省
、
農
水
省
に
次
い
で

第
四
位
で
あ
り
、
政
調
会

の
高
さ
は
農
水
省
に
次
い

で
第
二
位
を
示
し
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
調

整
困
難
な
相
手
と
し
て
は

第
一
位
に
野
党
が
あ
げ
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
比
率
は

厚
生
省
、
自
治
省
に
次
ぐ

高
き
で
あ
る
。

最
近
の
族
に
対
す
る
研

究
で
も
、
労
働
族
が

一
つ

の
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
る
し
、
一

九
八

三
年
に
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

問
題
議
員
連
盟
が
設
立
さ

れ
、
相
当
数
の
都
市
議
員

を
集
め
て
い
る
。

以
上
の
労
働
省
及
び
労

働
行
政
へ
の
分
析
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え

〈資料〉



る
で
あ
ろ
う
か
。
確
か

に
予
算
な
ど
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
労
働
行
政

の
復
権
と
一
一
一一口
う
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し、

調
挫
及
び
情
報
官
庁
と
し
て
の
地
位
は
、
か
な
り
明
碓
に
上
昇

し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
内
需
拡
大
や
労
働
時
間
の
短
縮
、
更
に
高
齢

化
、
女
性
化
、
雇
用
の
流
動
化
、
失
業
率
の
上
昇
な
ど
数
多
く
の
問

題
が
労
働
省
に
突
き
付
け
ら
れ
て
お
り
、
単
に
内
政
問
題
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
国
際
的
な
摩
按
と
も
関
連
し
て
、
労
働
省
の
役
割
や

そ
の
地
位
は
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
も
う
一
点
注
目
す
べ
き
な
の

は
、
自
民
党
、
が
労
働
行
政
の
パ
イ
プ
と
し
て
も
、

重
要
に
な
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
来
か
ら
も
労
働
省
出
身
議
員
を
中
心

に
、
あ
る
意
味
で
言
え
ば
、
受
身
の
パ

イ
プ
が
存
在
し
て
い
た
わ
け

だ
が
、
最
近
で
は
そ
れ
が
徐
々
に
積
極
的
な
政
策
開
拓
の
パ
イ
プ
に

転
換
し

つ
つ
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
、

野
党
の
役
割
は
や

は
り
反
対
政
党
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
民
間
労
組
・
の
掲
げ
た
政

策

・
制
度
要
求
の
パ
フ
ケ
|
マ
ン
ス
自
体
は
、
こ
の
分
析
か
ら
だ
け

で
は
十
分
な
証
拠
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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ハ
ロ
〉
労
働
省
に
関
す
る
叙
述
は
、
労
働
省
官
僚
組
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ

に
基
づ
く
部
分
が
あ
る
。
産
労
懇
に
つ
い
て
は
辻
中
前
掲

ハ
八
六
年

b
〉
一
一
五
六
l
二
六

O
頁
参
照
。

(
日
)
七
五
春
闘
時
の
「
日
本
型
所
得
政
策
」
に
つ
い
て
は
新
川
敏
光

「
一
九
七
五
年
春
闘
と
経
済
危
機
管
理
」
『
日
本
政
治
の
争
点
』
(
一
二

一
輩
出
一
房
、
一
九
八
四
年
〉
が
優
れ
た
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。

(
M
H
)

産
労
恕
や
他
の
葬
議
会
へ
の
労
働
の
参
加
が
有
効
性
を
ま
す
に

は
政
策
能
力
の
強
化
(
ス
タ
ッ
フ
養
成
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
等
)
が
必

要
だ
が
、
そ
れ
は
は
な
は
だ
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
参
加
は

名
目
的
な
レ
ベ
ル

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

(
日
)
猪
口
孝
・
岩
井
奉
信
『
族
議
員
の
研
究
』
(
日
本
経
済
新
聞
社
、

一
九
八
七
年
〉

結
び

一
九
七
五
年
以
降
の
社
会
変
容
の
中
で
、
民
間
大
企
業
労
組
の

コ
迎
合
」
へ
の
道
が
始
ま
り
、
自
ら
の
労
働
セ
ク
タ
ー
で
の
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
の
獲
得
と
統
合
を
め
ざ
し
た
こ
の
戦
略

l
l
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ

テ
イ
ズ
ム
化
戦
略
ー
ー
は
、
労
働
団
体
の
性
格
を
協
調
的
予
算
圧
力

団
体
に
か
え
た
。
従
来
の
野
党
と
の
プ
ロ
ッ
ク
を
こ
え
た
自
民
へ
の

接
近
、
政
府
省
庁
へ
の
庄
力
活
動
は
、
労
組
員
の
保
守
化
に
見
合
い
、

ま
た
そ
れ
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。

結
党
以
来
最
大
の
危
機
〈
七
四
!
七
七
年
)
に
、
民
間
大
企
業
労

組
か
ら
の
助
力
を
得
た
自
民
党
は
、
ニ
疋
の
政
策
参
加
ポ
ス
ト
を
譲

歩
し
つ
つ
、
都
市
型
国
民
政
党
へ
の
脱
皮
を
も
く
ろ
み
、
党
改
革
を

急
い
だ
。
産
労
懇
の
強
化
、
審
議
会
ポ
ス

ト
増
、
さ
ら
に
臨
調
型
審

議
会
や
中
曾
根
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
へ
の
参
加
が
、
民
間
大
企
業
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労
組
の
主
張
に
そ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
七
五
年
以
降
の
社
会
変

容
に
よ
る
「
革
新
化
」
の
停
滞
、
総
裁
子
備
選
の
成
功
、
第
二
期
自

民
党
ビ
ジ
ョ
ン
の
定
立
な
ど
に
よ
っ
て
自
信
を
回
復
し
つ
つ
あ
っ
た

自
民
党
は
、
八

0
年
同
日
選
勝
利
を
機
に
、
サ
ラ
リ
!
マ
ン
層
へ
の

新
媒
体
組
織
の
本
格
的
開
拓
へ
と
向
い
、
民
間
労
組
は
そ
の
一
部
を

担
う
も
の
と
そ
の
相
対
的
地
位
を
下
げ
て
い
っ
た
。

民
間
大
企
業
労
組
の
「
連
合
」
化
の
軸
と
な
っ
た
政
策
制
度
要
求

の
実
績
を
測
る
こ
と
は
難
し
い
。
労
働
者
の
予
算
比
率
は
相
変
ら
ず

低
減
の
一
途
だ
が
、
そ
の
調
整
的
情
報
的
役
割
は
重
要
に
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
労
働
省
の
政
策
を
鏡
に
み
れ
ば
、
自
民
党
が
族
を
形
づ

く
っ
た
り
議
連
を
設
け
て
積
極
的
に
こ
の
分
野
の
政
策
す
ら
自
家
薬

結
中
の
も
の
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
逆
に
社
会
党
の
情

性
的
な
態
度
が
浮
か
び
上
が
る
。

民
間
大
企
業
労
組
・
自
民
党
・
政
府
省
庁
(
労
働
省
〉
の
関
係
は
、

こ
の
十
年
余
り
で
す
っ
か
り
、
協
調
的
予
算
圧
力
団
体
の
そ
れ
に
変

っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
が
し
か
し
三
大
セ
ク
タ
ー
〈
経
済
・
労

働
・
農
業
)
の
一
つ
と
し
て
の
関
係
と
い
う
よ
り
、
一
つ
の
業
界
団

体
の
そ
れ
に
い
く
、
ぶ
ん
近
い
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
労
働
セ
ク
タ
ー

全
体
と
し
て
の
力
が
衰
え
、
し
か
も
「
連
合
」
が
未
発
足
の
た
め
で

あ
ろ
う
か
。
(
但
し
要
求
の
再
配
分
的
性
格
は
残
っ
て
い
る
。
〉

民
間
大
企
業
労
組
の
ネ
オ
・
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
化
戦
略
の
帰
結

は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
セ
ク
タ
ー
の
統
合
化
と
い
う
点
で
は
、

今
年
十
一
月
に
「
連
合
」
が
発
足
す
る
。
民
間
労
組
の
「
集
中
」
は

こ
れ
で
相
当
前
進
す
る
だ
ろ
う
。
政
策
参
加
と
い
う
点
で
も
、
既
に

述
べ
て
き
た
よ
う
に
中
枢
に
近
い
レ
ベ
ル
ま
で
参
与
す
る
労
組
幹
部

が
存
在
す
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
集
中
に
伴
う
べ
き
権
限
、
機
能
の
集
権
化

i
l豊
か
な

財
政
力
や
組
織
力
i
ー
は
な
お
今
後
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
参

加
を
実
効
あ
る
も
の
に
す
る
政
策
能
力
の
強
化
に
つ
い
て
も
同
じ
で

あ
る
。
さ
ら
に
取
り
引
き
の
手
段
で
も
あ
り
方
法
で
も
あ
る
社
会
協

調
に
つ
い
て
、
近
年
「
譲
歩
し
す
ぎ
」
と
の
声
が
連
合
系
内
の
労
組

幹
部
か
ら
も
生
じ
て
い
る
。

市
ん
に
、
こ
の
戦
略
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
労
働
セ
ク
タ
ー
内
の
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
獲
得
の
た
め
に
払
っ
た
代
償
1
1
1
公
労
協
の
解
体
な
ど
1

1

は、

突
に
大
き
な
影
響
を
戒
し
た
。
端
的
に
い
え
ば
労
働
セ
ク
タ
ー
全
体

の
活
力
の
低
下
で
あ
る
。
こ
こ
一
、
一
一
年
、
表
l
に
示
し
た
よ
う
に

国
労
、
合
化
、
一
~
成
、
日
教
組
な
ど
総
評
系
の
主
要
単
産
で
は
、

の
激
化
な
ど
の
問
題
が
噴
出
し
て
い
る
。
そ

の
一
納
に
す
ぎ
な
い
。

の
結
果
に
み
ご
と
に
反
映

れ
は

こ
の
プ
ロ

で
し
て
以
上
の

し
た
の
ー、、国
，
J
ノ

の
、一三，
Iム

J¥. 

に
よ
っ
て

ネ
オ
e

コ
i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
化
戦
略
は
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転
機
を
迎
え
た
。
統
合
と
参
加
の
切
り
札
と
し
て
用
い
て
き
た
社
会

政
策
協
調
は
、
そ
の
交
換
価
値
を
著
し
く
低
下
さ
せ
、
ほ
と
ん
ど
有

効
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
セ
ク
タ
ー
は
、
よ
う
や
く

に
し
て
社
会
変
動
に
対
応
し
う
る
構
造
、
今
ま
で
よ
り
は
ネ
ジ
レ
の

少
な
い
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
「
連
合
」
'
を
形
成
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
連
合
が
、
実
際
に
社
会
過
程
に
「
根
」
を
張
り
、

既
に
大
き
く
工
業
化
以
後
に
む
け
て
変
容
し
て
い
る
産
業
・
労
働
過

程
か
ら
、
新
し
い
情
報
と
人
材
を
吸
収
し
う
る
か
否
か
は
、
単
に
労

働
の
将
来
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
体
の
軌
跡
す
ら
方
向
づ
け
る
も
の

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
こ
の
意
味
で
も
正
に
正
念
場
の

、秋
が
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

(
日
)
も
た
つ
…
つ
の
要
因
で
あ
る
総
評
日
社
会
党
.
フ
ロ
ッ
ク
の
社
会
的

適
応
の
失
敗
、
認
識
の
欠
如
に
つ
い
て
、
表
9
の
ま
と
め
を
み
な
が

ら
仮
説
的
に
コ
メ
ン
ト
し
て
お
き
た
い
。
①
七

0
年
代
中
葉
以
降
の

保
革
伯
仲
の
意
味
1
1
1
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
伯
仲
化
を
も
た
ら
し

た
社
会
変
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
切
れ
た
こ
と
、
そ
れ
故
、
現
実
の
伯

仲
が
、
保
守
の
混
迷
(
政
策
目
標
と
媒
体
欠
如
)
に
よ
っ
て
続
い
た

一
種
の
「
惰
性
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
か
ど
う
か
。
②
一
八

五
年
新
宣
言
の
意
味
l
ー
ー
こ
れ
を
出
す
ま
で
、
「
連
合
政
権
」
論
議

や
そ
れ
と
関
連
し
た
党
内
で
の
論
議
(
「
協
会
」
問
題
)
が
続
く
が
、

い
わ
ゆ
る
社
民
化
や
国
民
政
党
化
は
、
社
会
構
造
的
に
は
工
業
化
期

の
争
点
で
あ
り
、
新
宣
言
は
い
わ
ば
一
一

O
年
遅
れ
の
宿
題
提
出
で
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
か
ど
う
か
。
③
社
会
的
「
根
」
日
媒
介
ア

ク
タ
ー
の
重
要
性
1
1
1
選
挙
に
強
い
官
公
労
に
依
拠
し
た
た
め
に
、

官
公
労
の
視
野
に
は
い
り
に
く
い
国
際
政
治
経
済
、
産
業
政
策
、
金

融
政
策
等
が
脱
落
し
て
い
く
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
か
ど
う
か
。
た

と
え
そ
れ
が
弱
く
と
も
必
要
な
ア
ク
タ
ー
の
組
み
こ
み
を
重
視
し
た

か
ど
う
か
。
④
①
J
③
の
認
識
欠
如
の
た
め
、
社
会
党
は
六

0
年
代

中
菜
、
ま
で
の
政
権
代
替
可
能
政
党
か
ら
、
補
完
政
党
(
政
権
党
が
弱

い
争
点
を
政
策
化
〉
へ
、
そ
し
て
、
福
祉
、
公
訟
で
都
市
政
策
等
が

政
権
党
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
た
後
、
七

0
年
代
後
半
以
降
は
、
字
義

ど
お
り
の
反
対
政
党
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
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労
働
攻
総
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一

弗
率
一

一
推
進
針
M

j

一
九
八
一
一
3
第
二
臨
調
(
金
杉
、
一
3

「
行
革
推
進
国
民

丸
山
委
員
、
山
田

運

動

会

議

」
(政
指

専
門
委
員
〉

・
同
盟

・
J
C
-

化
エ
ネ
〉

7
総
計
三
開
閉

「
基
本
構
想
反
対
」

九九
4八 八
地三 二

2 1 
連サに展「
ラブ〕望85
リ点」年
1 J政体
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一ン 文へ

議部の
12 
ぷ，._h 

民
'3i 
1協窃
市結吉
}$文z 
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サ
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マ
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新
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化!丞i..中
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税
金
党

7
社
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・
石
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員

長
1
社
党
「
新
宣
告
一
口
」

採
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8
自
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解
散

9
社
党

・
土
井
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員
・

長

日
国
労
分
裂

11 
合組全
」合日

発連本
足合民
(会Iblj
予「労
〉連(勃

(
付
記
〉
本
稿
で
用
い
た
「
第
二
回
行
政

エ
リ
ー
ト
調
査
」
の
デ
ー
タ

は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
総
合
研
究
「
政
治

エ
リ
ー
ト
の
役

割
意
識
と
政
策
過
程
の
研
究
」
(
一
九
八
五

l
八
七
年
、
村
松
岐
夫

代
表
〉

に
基
つ
く
も
の

で
あ
る。
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